
２.主催 錦江町　町スポーツ協会　町中央公民館　花瀬公園まつり実行委員会

３.主管 花瀬公園まつり駅伝大会実行委員会

４.後援

５.期日 令和５年３月１２日（日） 雨天決行　(荒天中止)

６.会場 錦江町田代地区一周コース

７.コース及び中継地点

８.参加資格 

（１）駅伝 　県内在住で小学３年生以上の健康な者

（２）ひとり駅伝（マラソン）　県内在住で高校生以上の健康な者

９.部門

（１）駅伝

①部門　ア 小学生の部　イ 中学生の部　ウ 一般の部　エ 女子の部

②駅伝チーム編成 

　監督１・選手７・補欠３　計１１名　

　※但し，女子の部以外は，男女混合も可能とする。

　※女子の部については小学生も出場可能とする。

（２）ひとり駅伝（マラソン）

①部門　ア 男子の部　イ 女子の部

（１）駅伝

①中学生以下１チーム　３，０００　円

②高校生以上１チーム　５，０００　円

（２）ひとり駅伝（マラソン）１人　２，０００　円

※振込先

金融機関名「鹿児島きもつき農業協同組合　大根占支所」　口座の種類「普通」

口座番号「００２９６２２」

口座名義人「花瀬公園まつり駅伝大会実行委員会
ﾊﾅｾﾞｺｳｴﾝﾏﾂﾘｴｷﾃﾞﾝﾀｲｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ

」

11:05

マラソン給水所（第２,第５中継所）

10.参 加 料

７区 ２.２㎞ リ バ ー フ ロ ン ト 駐 車 場 ～ 花 瀬 公 園 多 目 的 広 場

10:43

６区 ３.４㎞ 役 場 田 代 支 所 前 ～ リ バ ー フ ロ ン ト 駐 車 場 10:46 10:56

５区 １.４㎞ 表 木 グ ラ ウ ン ド 入 口 ～ 役 場 田 代 支 所 前 10:35

10:54

10:29

４区 ２.１㎞ 新 田 ト ン ネ ル 先 ～ 表 木 グ ラ ウ ン ド 入 口 10:30 10:37

３区 １.６㎞ 国 道 中 尾 入 口 ～ 新 田 ト ン ネ ル 先 10:24

10:12

２区 ２.７㎞ 山 茶 香 茶 工 場 前 ～ 国 道 中 尾 入 口 10:19 10:23

１区 ３.０㎞ 花瀬公園多目的広場入口 ～ 山 茶 香 茶 工 場 前 10:10

区　間 距　離 出発地点　　～　　終了地点
通過予想タイム

駅伝 マラソン

全長１６.４km　　駅伝・ひとり駅伝10時00スタート※同時スタート

第１７回　花瀬公園まつり駅伝大会実施要項

１.趣旨 小学生から一般までの各層を対象とした総合的な駅伝大会を開催することにより，町内外から
参加した選手の体力向上と親睦・融和を図る。また，住民の応援・協力をいただくことにより，
町民総参加のまちおこしイベントとする。

(株)ニード鹿屋　大山商事(有)　白玉醸造(株)　南日本新聞社

荒天（雷雨等）の場合の中止判断は,午前６時３０分にいたします。連絡方法は,代表者へメー
ルか電話にてお知らせいたします。確認されたい場合は,錦江町役場（0994-22-0511）まで電
話確認をお願いいたします。また,錦江町役場ホームページでも確認いただけます。



参加申込書に必要事項を記入の上，大会実行委員会までＦＡＸ又は郵送若しくはご持参ください。

（選手名には必ずフリガナをつけてください）

※送付先

 　　　　　　｢花瀬公園まつり駅伝大会実行委員会｣事務局

　　　　　　 TEL 0994-22-0517

　　　　　　 FAX 0994-22-0054

・申込用紙は，錦江町役場ホームページからダウンロードできます。

12.申込み締切　 　令和５年２月１７日（金）　　期日厳守のこと。

（１）駅伝

＊先着 ６０チームまでとする

＊メンバー変更は監督会の日までとする（補欠からの交代は当日でもよい）

（２）ひとり駅伝（マラソン）

＊先着１００名までとする

13.監 督 会　  　令和５年２月２８日（火）　　　午後７時～

※駅伝のみ　　　錦江町総合交流センター　２階大会議室

14.当日の日程 (１)受　付 ：令和５年３月１２日（日）午前７時３０分から　　花瀬でんしろう館内

(２)監督会 ：午前　８時３０分

(３)スタート：午前１０時００分

(４)閉会式 ：全競技終了後

15.表彰 総合優勝（優勝旗）,各部門の１～３位まで（盾）各部門の区間１位（区間賞）

16.特 別 賞 遠来賞など

17.コース図

11.参加申込

〒893-2302　肝属郡錦江町城元963番地　錦江町総合交流センター内

第１中継所
山茶香茶工場前

第２中継所
国道中尾入口
マラソン給水所

第３中継所
新田トンネル先

第４中継所
表木グラウンド入口

第５中継所
役場田代支所前
マラソン給水所

第６中継所
リバーフロント駐車場

スタート／ゴール



18.新型コロナウイルス感染症対策

（１）危機管理体制の構築

（２）選手・チーム関係者,役員・スタッフ等大会関係者の健康管理

（３）大会当日の感染症予防対策

（４）沿道応援について

「新型コロナウイルス感染症対策室」を設置し,新型コロナウイルス感染症対策マニュアルを策定しま
す。策定されたマニュアルに基づき,大会を運営いたします。

大会１週間前の健康管理と連絡先を把握するため,健康管理チェックシートを提出していただきま
す。チェックシートに該当する症状,37.5℃以上の発熱があった方は,参加をお断りいたします。また,
健康管理チェックシートの提出のあった大会関係者に大会専用リストバンドを配布いたします。着用
していない場合は,会場内（コースを含む）に入場できません。

①マスクの着用の徹底
・大会役員,補助員,警備員など全てのスタッフに常時マスク着用を義務付ける。
・選手には,競技中（ウォーミングアップ,クールダウンを含む）以外のマスク着用を義務付ける。
・チーム関係者,報道関係者も会場および周辺でのマスク着用を義務付ける。
・競技者と接触する可能性があるスタッフはマウスガード,手袋などを着用する。
②ソーシャルディスタンスの確保
・会場では可能な限り他人との距離を確保し,必要以上の会話を避ける。
・受付等,対面での対応が必要な場所にはパーティションを設置する。
③手指の消毒場所の確保
・選手の待機場所,大会役員や運営スタッフが滞留する場所には可能な限りアルコール等の手指消
毒剤を用意する。
・布タオルは使用せず,使い捨てペーパータオルを用意する。
（※アルコール消毒液,ペーパータオル等の消耗品はスタート,中継所,ゴールなどに主催者が準備。
マスクは参加者各自が用意する。ただし,主催者は緊急時に備えて予備のマスクを準備する）
④スタート,中継所の仮設テント
・競技者や付き添い者等の距離が近くなりすぎないよう呼びかける。使用した競技者が長く滞留しな
いよう促す。
・使用者が触れる場所については,こまめに消毒する。
⑤. 仮設トイレ
・ドアノブ,レバーなどは,こまめに消毒する。

沿道での応援は大声での声援を送らないことや，会話を控えること（マスク着用の場合でも，会話を
短く切り上げる）

　今大会は,日本陸上競技連盟が定める「ロードレース再開についてのガイダンス」等を参考に,新型コ
ロナウイルス感染症対策を実施し,大会に関わる全ての方々が安全・安心に参加できる大会とします。


